
課題名：市民団体と共に実施するスマート望遠鏡を活用した全員参加型の天体観望会 

交付番号：25006 

機関名：フォッサマグナミュージアム 

氏名：小河原孝彦 

 

1. 事業の背景と目的 

夜空に浮かぶ天体の観測は、宇宙の神秘に対する探究心を育む科学教育の重要な入り口

である。近年、民間宇宙開発の進展や月面探査「アルテミス計画」の推進など、宇宙に関

する話題は社会的に大きな関心を集めている。新潟県糸魚川市に所在するフォッサマグナ

ミュージアムは、ヒスイをはじめとする岩石・鉱物や日本列島の成立ちを学習できる地域

博物館であり、2009 年に日本で初めて世界ジオパークに認定された同市の中核的な文化・

教育施設として機能している 。当館では、地球科学全般への興味を育む活動の一環とし

て、市内の天体愛好家で構成される市民団体「ISS ヒスイ星」との強力な協働体制のも

と、12 年前から年約 4 回のペースで天体観望会を継続的に開催(図１)してきた実績があ

る 。 

 

図１ 「ISS ヒスイ星」による従来の天体観望会(2015 年) 

 

しかし、長年の実践を通じて、従来型の天体望遠鏡を用いた観望会には構造的な課題が

存在することが浮き彫りになってきた 。第一に、一般的な観望会で使用される赤道儀を用

いた天体望遠鏡は、北極星を用いた極軸合わせや手動での天体導入など、操作に高度な専

門知識と熟練の技術が不可欠である 。そのため、専門的なスキルを持つボランティアス

タッフが確保できなければ開催自体が困難になるという、運営上の脆弱性を抱えていた 。

第二に、アイピース（接眼レンズ）を直接覗き込むことができるのは物理的に一度に一人

に限られるため、20 名程度の参加者が集まる観望会においては、大多数の参加者が暗闇の

中で自分の順番を待つだけの長い「待機時間」が生じてしまうという課題があった 。 

 

これらの課題を克服するため、近年天文教育の分野で急速に普及しつつある「スマート



望遠鏡」に着目した。スマート望遠鏡は、高感度の CMOS センサーと高度な画像処理ア

ルゴリズムを融合させ、天体の自動導入とライブスタッキング（電子観望：Electronically 

Assisted Astronomy, EAA）を可能にする新しい概念の観測機器である（千代西尾・古都, 

2021; Parisot et al., 2022）。本事業は、全国科学博物館振興財団の助成を受け、スマート望

遠鏡を観望会に導入することで、参加者全員が同時に天体の姿を共有できる「全員参加型

の天体観望会」を実現し、市民の科学的探究心をより一層喚起することを目的とした 。 

 

2. 実施内容とハイブリッド運用設計 

本助成金を活用し、電子部品のコストダウンと

技術の成熟により安価かつ高性能化が進む ZWO

社製のスマート天体望遠鏡「Seestar S50」を 2 台

導入した 。同機は重量約 3.0kg とポータブルであ

りながら光害カットフィルターを内蔵しており、

市街地周辺の環境でも鮮明なコントラストを得ら

れる点が評価された。また、協働する市民団体へ

の専門指導謝礼を予算に計上することで、持続可

能な協働運営体制を構築した 。 

 

スマート望遠鏡の教育利用に際しては、「生きた

星の光を直接目で見る体験が失われる」という懸

念が存在する。そこで本事業では、スマート望遠

鏡にすべてを置き換えるのではなく、従来から使

用している光学式の赤道儀付き望遠鏡 2 台と、新

たに導入したスマート望遠鏡 2 台を併用する「ハ

イブリッド型運用」の教育プログラムを設計した 。 

 

本 格的な観望会の実施に先立ち、2025 年 6 月に糸魚川市内において試験観測を実施した

(図３) 。この試験では、M3 や M13 といった球状星団のほか、M51（子持ち銀河）、M81

（渦巻銀河）、M97（ふくろう星雲）などのディープスカイ天体を、事前の複雑な画像処理

を施すことなく、3 分から 10 分程度のライブスタッキングで鮮明にタブレット画面上に描

画できることを確認した 。さらに、M16（わし星雲）においては 96 分間の長時間露出を

実施し、星雲内部の暗黒星雲の微細な構造や色彩の階調まで詳細に捉えることに成功し

た 。 

 

この試験結果を踏まえ、2025 年 7 月 26 日に当館隣接の美山公園において、事前の広報

で集まった市民 18 名が参加する「全員参加型の天体観望会」を正式に開催した 。当日

図２ 購入したスマート天体望遠鏡

「Seestar S50」 



は、従来型望遠鏡を用いてはくちょう座のデネブ（一等星）を眼視観測し、恒星の鋭い輝

きと望遠鏡の光学的な原理を学習した 。それと並行して、スマート望遠鏡を用いて M8

（干潟星雲）、M7（さそり座の散開星団）、M27（亜鈴状星雲）を順次導入し、赤く広が

る電離水素ガスの広がりや特異な形状を参加者全員でリアルタイムに共有した 。 

 

図３ Seestar S50 で撮影した天体写真(撮影:2025 年６月) 

 

2025 年 10 月 10 日にも秋の星座を観察する天体観望会を企画し、参加者の募集を実施

したが、折からのツキノワグマ出没の影響を受け、天体観望会会場であった美山公園にも

熊が出没したため、主催者の判断で中止となった。 

 

2026 年 3 月 21 日に冬と春の星座を見る天体観望会を美山公園で開催した。当日は大人

13 人、子供 5 人の参加があり、晴天にも恵まれ、冬の星座から春の星座までを体験した。

当日は、「ISS ヒスイ星」の所有しているスマート天体望遠鏡 1 台、赤道儀の天体望遠鏡 1



台、フォッサマグナミュージアムが当助成

金で購入したスマート望遠鏡 2 台の合計 4

台で天体観測を実施し、赤道儀の天体望遠

鏡で望遠鏡の構造を説明しながら天体観測

を実施(図 4)するのと同時に、スマート望

遠鏡のタブレット画面を見ながら大人数で

天体について話をする(図 5)ハイブリッド

の天体観望会を開催することができた。参

加者からは、普通の望遠鏡だけではなく、

タブレットの画面を見ながら、天体を大き

く拡大してみられることに対して感動の声

が上がっていた。 

 

図５ タブレット画面を見ながら天体の話を全員に対してしている場面 

 

3. 事業の成果と教育的効果の考察 

本実践を通じて、スマート望遠鏡の導入が観望会の運営パラダイムと参加者の体験価値

の双方に極めて大きな変革をもたらすことが実証された。主な成果は以下の 4 点に集約さ

れる。 

 

第一に、全員参加型の学習空間の実現とコミュニケーションの活性化である 。従来最

大の障壁であった待機時間は、スマート望遠鏡の導入によって劇的に解消された 。一つの

アイピースを孤独に覗き込む体験から、タブレット端末等の画面を複数人が同時に取り囲

んで観察する「共有型」の体験へと変化したのである 。全員が同じ画面をリアルタイム

で見ているため、解説者が特定の部分を指し示しながら詳細な説明を加えることが容易に

なり、参加者同士でも「形がはっきり見える」や「色が分かる」といった感動の共有や活

発な意見交換が即座に生まれた 。これは、観測のライブ感を飛躍的に高める協働学習

（ピア・ラーニング）の場として大いに機能した。 

図 4 赤道儀の天体望遠鏡による天体観望 



第二に、参加者の主体的な学びと探究心の促進である 。本観望会では、スタッフが全

ての操作を代行するのではなく、参加者自身に端末を操作させて目的の天体を検索し、望

遠鏡へ導入する体験を提供した 。従来の赤道儀操作は初心者には困難であったが、自ら

の指先で星図をタップし、望遠鏡が自動的に動き出すプロセスを体験することで、参加者

は「自分自身で宇宙を探索し、天体を見つけた」という強い当事者意識と自己効力感を獲

得し、天体への興味を強く刺激された 。 

 

第三に、観望会開催のハードル低減と持続可能性の確保である 。機器の設置から天体

の導入、追尾までのプロセスが高度に自動化されているため、従来よりも少ない専門スタ

ッフでの円滑な運営が可能となった 。スタッフは複雑な機材のトラブルシューティングか

ら解放され、参加者との対話や科学的なファシリテーションに注力できるようになった。

このようなスマート望遠鏡の活用は、専門人材の確保に悩む地方の教育施設において極め

て有効な手法となる（三品, 2026）。 

 

第四に、従来型望遠鏡との相乗効果による多角的な学習の実現である 。スマート望遠

鏡のデジタルな手軽さを入り口としつつ、従来型望遠鏡を用いて天体観測の力学的な原理

（地球の自転や赤道儀の仕組みなど）をじっくりと解説することで、デジタルとアナログ

の両者の長所を巧みに組み合わせた、体験的な満足感と知的な探究心を満たす充実したプ

ログラムが構築できた 。 

 

4. 今後の展望と波及効果 

本事業の成果を一過性のイベントにとどめず、地域社会やジオパークの広域ネットワー

クに対して多面的な波及効果をもたらすための活動を展開していく。 

 

まず、春夏秋冬の季節ごとの星座や天体の移り変わりを網羅的に学習できるよう、新月

に近い土曜日を選定し、年間を通じて継続的な天体観測を実施していく計画である 。ま

た、スマート望遠鏡の内蔵カメラで観測時に撮影した天体写真データを、後日参加者にメ

ール等で配信する取り組みを実施する 。参加者が自宅で画像を振り返り、家族や友人と

感動を共有することで、イベント当日のみで終わらない日常的な科学への関心を高めるア

ウトリーチ活動とする 。 

 

さらに、スマート望遠鏡の小型軽量で設置が容易であるという利点を活かし、市内の小

中学校や各種教育団体からの要請に応じた無償貸出を積極的に進めていく方針である 。

学校現場の理科教育において、教員が高度な専門知識を持たなくとも最新の天体観測を取

り入れた授業を実施できるよう支援することは、地域の科学リテラシーの底上げに直結す

る。 



将来的には、スマート望遠鏡を用いた「シチズンサイエンス（市民科学）」への接続も

視野に入れている。例えば、太陽観測用フィルターを用いた黒点観測から太陽の自転を証

明する学習や、アメリカ変光星観測者協会（AAVSO）の星図を活用した変光星の測光観測

など、市民が自ら科学的データを収集・解析する発展的な教育プログラムへの応用が期待

される（甲田, 2024）。 

 

地球科学は、足元の岩石から頭上の宇宙までを包括するダイナミックな学問領域であ

る。糸魚川市駅北大火の被害調査活動など、ジオパーク組織を活用した地域連携活動の実

績（小河原ほか, 2018）を踏まえ、当館が蓄積してきた観望会のノウハウと本事業で得ら

れた実践知は、ジオパーク全国大会や関連学会において広く発表・共有する予定である。

これにより、博物館の垣根を越えて最新の科学教育の実践例が全国の類縁施設へと波及

し、すべての市民が科学の営みに主体的に参加できる社会の実現に貢献していきたい 。 

また、この成果については、専門的な学術雑誌への投稿を予定し、スマート天体望遠鏡

を使用した天体願望会の輪を広げていく予定である。 


